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第 4 号：ふたりのリーダー

平成24年3月初旬、日本の二人のリーダーが喫煙

にまつわる発言を行いマスコミを少なからず賑わすこと

となりました。ひとりは野田佳彦内閣総理大臣、もうひと

りは石原新太郎東京都知事であります。この二人の発言

を観て思ったことを書いてみたいと思います。 

まず、野田首相。時は 3月 9日の衆議院予算委員会

（NHKで中継された）での一コマ。野党公明党の松あき

ら議員が質問に立ちその中で受動喫煙防止対策の話題

になり松議員が首相に『総理はヘビースモーカーである

とお聞きしておりますが、どうでしょう、この場で全国民

に対して本日から禁煙すると宣言されては』と詰め寄りま

した。すると、首相は苦笑しながら『いや、困りましたね。

18からずっと止めることなく貫いてきてしまいました。受
．

動分煙
．．．

には気を付けさして頂いて・・・』と発言したのです。

周囲から注意されて慌てて『あっ、すみません、すみませ

ん、二十歳からですね。失礼しました！』と言い直す始末。

これには松議員も苦笑いで『ここは目をつぶりましょう。

（受動喫煙対策を）しっかりやって下さい』と言うしかあり

ませんでした。この野田首相の発言を観て国民はどう思

ったでしょうか?恐らく多くの人は笑っていたことと思い

ます。しかし、私には笑えないひとコマでした。それは一

国の首相が喫煙しているという恥ずかしい事実もさるこ

とながら、こともあろうに『１８から吸っていた』などと違法

行為を公言してしまい、おまけに「受動喫煙」を「受動分
．．．

煙
．
」と訳の分からない言い間違いをするなど無知を曝け

出す結果となったのですから開いた口が塞がりません。

その場を爆笑で済ませてしまった国会と議員たち、同様

の調子で笑い話のように伝えたテレビのニュース、いず

れも問題で、現在の日本における喫煙に対する認識の

甘さが露呈した事象と言えます。 

一方、東京都知事の石原氏はどうかというと、3月 2

日の定例記者会見において、松沢前神奈川県知事の政

策を引き継ぐとしていた受動喫煙対策についてはどうす

るのかとの記者の質問に対して『これはまあ、都議会で

議論してもらったらいいんじゃないでしょうかね』などとあ

まり熱意の感じられない返事をし、会見の最後にもう一

度受動喫煙防止対策に関してイニシアチブをとらないの

かという質問が出た際には『そんな大事な問題、しかも

個人の嗜好に関わる問題をだね、知事がトップダウンで

決めることじゃない。考えたらわかるだろうそんなこと。

頭冷やして考えろよそんなこと。つまらない質問だ、ホン

ト！』といって切り上げたのです。石原氏は喫煙者ではあ

りませんがこちらも受動喫煙防止対策には無関心・無知

と言わざるを得ません。私は、定例会見で受動喫煙防止

対策について二度も聞いてくれた記者に感謝すると同時

にこの知事の勉強不足と傲慢さに怒りを抑えられず早速

都に抗議のメールを送りました。ところで石原氏は以前

よりオリンピックの招致に熱心であります。2016年五輪

では早い段階で敗れたのは記憶に新しいことですが、こ

うした国際大会の招致に関しても受動喫煙防止対策の

有無が判断材料になる可能性があります。人の健康に関

する対策がおざなりの都市には国際大会はそっぽをむく

でしょう。さて、そんな折も折、3月17日の東京新聞「特

報面」に、大きく「五輪は受動喫煙防止の流れ」、「条例

化せねば招致ムリ？」、「腰重い都、ライバルは整備済

み」と三本の見出し付きで東京のオリンピック招致を危

ぶむ記事が出ました。オリンピックの精神に照らせば健

康問題に配慮の無い都市は選ばれる資格はないというこ

となのでしょう。この報道がきっかけとなって知事が受動

喫煙防止対策に本腰を入れてくれるのであれば動機は

何であれ喜ばしいことです。これぞ報道の面目躍如とい

ったところではないでしょうか。 
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週刊現代 3月 24日号の

大橋巨泉氏のコラム『今週の

遺言』ではニュージーランド政

府の喫煙問題に対する取り組

みの素晴らしさが伝えられて

います。以下は抜粋です。

『（中略）・・先週の土曜 NZヘ

ラルド紙のページを繰ってい

て、びっくりした。分厚い土曜

版の真ん中あたり、2ページ

ぶち抜きで特集が組んであっ

た。いわく、「どうしたらタバコ

がやめられるか」。何故びっく

りしたかというと、ニッポン国

ではこんなことは絶対に起こ

らないからである。朝・毎・読

のいわゆる三大紙をはじめ、すべての一般紙、スポーツ紙に

とって、JT（日本たばこ産業）は大事な広告主であり、それに

反対するような記事は、出来るだけ載せないからだ。彼らは

「社会の木鐸」を気取っているかも知れないが、広告主には

全く弱いのである。今までJTが（国営時代から）、マスメディ

アに払って来た金額は、楽に兆を超えている筈だ。（中略）・・

何故これ程（NZ政府が）熱心かというと、NZ政府の大目標

が（いつかも書いたが）2025年までにこの国を「タバコのな

い国」にすると公約したからに他ならない。しかし、皮肉なこ

とに、喫煙人口を減らすのに最も効果があったのは 

、何と「値上げ」であった。（中略）・・政府は大いに自信をも

ったと書いてあるから、近い将来またの値上げがあるかも知

れない。小宮山さん、自信持っていいよ！（中略）・・記事の最

後にこう書いてあった。「禁煙は自転車と同じです。ある人は

一回で乗れるようになるが、ある人は乗って落ち、乗っては転

びしながら習っていく」。それを助けるのが政府の仕事だとい

う。日本人は可哀そうな国民だ。政府は助けるどころか、何と

かタバコを売って、国庫に入れたがっている。』 

 

 こうして見てくると、日本には『リーダー』と言える政治家が

どれだけいるでしょうか。総理大臣がタバコを吸うことに何も

感じていないし取り巻きも何も言わない。彼らも「木鐸」を気

取っているだけなのでしょうか。『健康問題だけを一生懸命や

っているわけにはいかないんだ』などと言い訳が聞こえてきそ

うですが、そこは一事が万事、健康問題をしっかりやれない

政治に他の何が期待できるというのでしょうか? 

 

 そんな中で、小宮山洋子厚労大臣のように国民の健康を

守ろうと頑張っている政治家もおります。我々はこうした議員

に大いに期待し民意を伝えていきたいと思います。 

 

＃野田総理大臣のニュース 

http://www.youtube.com/watch?v=ikGfP5Z5E9I 

 

＃石原都知事会見（3/2の放送） 

http://www.metro.tokyo.jp/GOVERNOR/KAIKE

N/kako24.htm 


